新聞を作るときの注意点
記事は
・公平であること。
・ニュースの記事は短く、やさしく、はっきりの三原則を守り　いつ(when)、
　どこで(where)、だれが（who）、なにを（what）、なぜ(why)、どのように　　（how）の５W1Hを必ず入れること。
文の書き方

・５W１Hの六要素をうまく組み合わせて、最も重要なものから先に書く。
・最初に結論を書き、最後になるほど重要でないことを載せる。

・見出しに工夫すること。

写真

・人を引きつける工夫が必要。

・真正面から写すことはやめ、方向やポーズを考える。
レイアウト

・重ねもち

　　見出しが縦に並ぶことを『かさねもち』といってよくありません。

・門構え

　　上段と真中の段に同じ大きさの見出しを二つ並べたり、見出しを横に同じ
　　大きさで並べたりしないように。
・しりもち

　　下に大きな見出しをつけないこと
　　写真は一番下におかないこと。

・はらきり又は切腹
　　真横に記事と見出しを入れているだけで、それぞれの段で折り目を

　　入れたらそのまま折り返すことが出来るようなレイアウトにしないこと。

・なき別れ　（なき別れにならないように気をつけよう。）
　　上段の記事を読んだら普通次の段に記事は続きます。ところが上の段の
　　最後が「。」で終わっていると記事の終わりが分からなくなり、読んでいる
　　人はそこでその記事が終わったと勘違いすることがある。
・写真の方向　（写真の向きを考えよう）

